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～ものづくり企業とデザイナーのコラボレーションによる 
　　　　　　　　　　新商品開発のための出会いと商談の機会を提供します～  
　デザイナーの「企画力」とものづくり企業の「技術力」とを合わせて、 
　　　　　　　　　　　　　　付加価値の高い新商品を開発してみませんか？ 
 
【開催概要】  
　○　会　期　　平成16年11月25日（木）、26日（金）  
　○　時　間　　13時から18時30分まで（26日は18時まで）  
　○　会　場　　（財）東京都中小企業振興公社　1階　展示ホール  
　　　　　　　　千代田区神田佐久間町1-9　（最寄り駅　ＪＲ線・日比谷線秋葉原駅）  
　○　対　象　　都内に主たる事業所をお持ちの中小企業  
　○　入場料　　無料（登録が必要です）  
　○　登録先　　（財）東京都中小企業振興公社　　URL http://www.tokyo-kosha.or.jp 
 
【展示品】  
　○　デザイナーによる優れた商品デザイン提案の試作品  
　　　（商品化が実現した場合、（財）日本産業デザイン振興会の協力により、  
　　　　グッドデザイン賞申込時にシード扱いを予定）  
　○　提案された商品デザイン分野は家庭用品から家具、医療用具まで多岐に  
　　　わたっています。 
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　●デザイナー本人と会って直接商談ができます。  
　　　　　　　　　●デザイナー本人によるプレゼンテーションがあります。  
　　　　　　　　　●デザイン活用についての相談コーナーを設けます。  
　　　　　　　　　●デザイン活用の参考資料を配布します。  
　　　　　　　　　●デザイン活用セミナーも同時開催します。 
 
 
 
 
 
　○マーケットの開催に併せ、知的財産活用のプロフェッショナルによるデザイン活用セミナーを同時開催します。 
　　 
      　日　時　　11月25日（木）14：00～14：45  
　　　テーマ　　「知的財産権とデザイン契約ーデザイン事業所との共同開発を進めるために」  
　　　講　師　　日高国際特許事務所　所長　日高 一郎  
  
　　　　　　　　主催　東京都／（財）東京都中小企業振興公社　協力（財）日本産業デザイン振興会　  
　　  
　　　問合せ先　産業労働局商工部創業支援課　　　　　　   西澤・江頭　　     　    03（5320）4749 
　　　　　　　　（財）東京都中小企業振興公社総合支援課　　鈴木・笹沼・福富　　　03（3251）7881

1

1

～お願い～  
　ご来場に当っては、知的財産保護の観点から、登録をお願いします。また、会場内での携帯電話・カメラ
等での撮影はご遠慮下さい。 

マーケットの特徴 
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このたび東京都では、ものづくり企業とデザイナーとのコラボレーションによる新商品開発のために、出会いと商談の機会を提供する「商

品デザイン特選マーケット」を開催することとなりました。マーケット開催に先駆けて「都内中小企業と共同で商品開発をしたい！」と

いうデザイナーの皆様から商品デザイン提案を募集しました。その中から選ばれた優れた商品テザイン提案の試作品が会場に出展され、

デザイナーと直接商談かできます。デザイナーとの新商品開発に関心のあるものづくり中小企業の皆様のこ来場をお待ちしております。 

東京都「商品デザイン特選マーケット」開催 

展示品について スケジュール 

マーケットの特徴 

※ご来場の皆様へのお願い 

・展示品の商品分野は、家庭用品から家具、医療用品まで多岐に

わたっています。 

・現役のグッドデザイン賞審査委員が選定した「プレGマークデ

ザイン提案」として、将来商品化が実現した場合には、（財）日

本産業テザイン振興会の協力により「グッドデザイン賞」申込

時にシード扱いを予定しています。 

・デザイナー本人と会って直接商談かできます。 

・デザイナー本人によるプレゼンテーションがあります。 

・デザイン活用についての相談コーナーを設けます。 

・デザイン活用の参考資料を配布します。 

・デザイン活用などのセミナーも同時開催します。 

・ご来場にあたっては、出展作品の知的財産保護の観点から、

事前登録、または当日会場での登録をお願いします。「来場

者登録申込書」において「秘密保持」に係る内容に同意をお

願いします。なお、登録できる方は都内に主たる事業所をお

持ちの中小企業の皆様です。 

事前登録先はURL.http://www.tokyo-kosha.or.jpです。 

・商談は、当事者同士の責任において行っていただきます。 

・会場内では、カメラ、携帯電話等での撮影はご遠慮下さい。 

ものづくり中小企業 デザイナー 

11月25日（木）13：00～18：30

11月26日（金）13：00～18：30

開場 13：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

18：00

18：30

開場 

終了 

終了 

○プレゼンテーション　デザイナー本人による提案説明 
※プレゼンテーション中でも商談などは自由に行えます。 
 

○プレゼンテーション　デザイナー本人による提案説明 
※プレゼンテーション中でも商談などは自由に行えます。 
 

○プレゼンテーション　デザイナー本人による提案説明 
※プレゼンテーション中でも商談などは自由に行えます。 
 

★セミナー　14：00～14：45 
「知的財産権とデザイン契約－デザイン事業所との共同開発を進めるために」 
日高国際特許事務所　所長　日高一樹 
 

会場案内図／お問合せ先 

JR秋葉原駅 
電気街 

至上野 

至神田 

神田川 

至お茶の水 至千葉 

日比谷線○ 
秋葉原駅 

昭
和
通
リ 

中
央
通
リ ワシントン 

ホテル 万世橋 和泉橋 

○銀座線神田駅 都営新宿線○ 
岩本町駅 

（財）東京都中小企業振興公社　総合支援部総合支援課　担当：鈴木・笹沼・福富 

〒101-0025 東京都千代田区神田佐久間町1-9  東京都産業労働局秋葉原庁舎 

TEL03-3251-7881　FAX 03-3251-7888　E-mail:sien@tokyo-kosha.or.jp 

 

商　談 

優れた 

商品デザイン 

が欲しい 

デザインを 

商品化したい 

※選定されたテザイン提案は「プレG

マークデザイン提案」として右の

マークでその価値を表しています。 

 

～ ～ 

東京都中小企業振興公社 
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　産業技術研究所では、試験、研究に加えて、東京都
や区市町村、商工団体等からの要請を受け、新製品・
新技術開発等に関する認定・助成事業、表彰等、年間
約1,000件を越す審査業務を行い、産業振興に役立て
ています。今年度は現在で1523件となっております。 
 
技術審査事業への新しい取り組み 
　最近、産業振興に役だつ「客観的で正確な技術の
評価」の必要性が高まっています。 
　産業技術研究所は、中立性、公平性、守秘義務の
遵守の立場を活かして、平成16年度から「技術審査
事業」を事業の柱の一つと位置づけ、新しい取り組
みを進めています。 

区市町村、商工団体からの技術審査要請に対応 
　区市町村や商工団体等からの審査依頼については
依頼先の意向と事業目的を的確に把握し、契約書を
取り交わした後、技術審査を実施します。 
 
技術審査技法の調査研究と開発 
　技術審査の必要性が高まっていますが、現在、評
価方法は十分に確立されていません。そこで、「技
術審査」に関する内外の情報を収集し、産業技術研
究所が実施する「技術審査」の対象、範囲、評価方
法などを研究し、その技法を開発します。産業技術
研究所の「技術審査事業」が、「客観的で正確な技
術評価」として一層信頼されるものとします。 
 

 

都立産業技術研究所 

事 業 紹 介 

産業支援部 企画調整課＜西が丘庁舎＞ 
小池　茂幸　　(03)3909-2151　内線244 

E-mail：Shigeyuki_Koike@member.metro.tokyo.jp
1

東京都・区市町村・商工団体 

中　小　企　業 

産業技術研究所 

②審査要請 

③技術審査 

市場へ 

① ④ 

⑤ 

技
術
審
査 

 

製
品
化 

  

認定・助成事業、表彰等 
公募 

新製品・新技術 
開発 

厳格な技術審査 

申請 
出品 

認定・助成 
表彰等 

・新規性・優秀性 

・市場性・実現性 

・妥当性等 

 

図１　審査事業の手順 

図2　審査の流れ 

1次書類審査 

2次面接審査 

現地審査 

申請書、計画書、社歴書、特許など書面から総合的に評価 
（専門家による評価） 
 

プレゼンテーションや質疑応答により計画の整合性を総合的に評価
（各種専門家3名以上による評価） 
 

現地に出向き最終確認 
実物検査（付帯設備等） 
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概要 
　産業技術研究所では、研究事業の成果を職務発明
として特許出願しています。その件数は平成14年度
7件、平成15年度10件、平成16年度は7月末現在で
2件と、これまでに76件あります。そのうち登録し
たものは26件で、出願中のものが48件です。 
　現在、以下に示します11件の特許について、企業
15社が当所と契約を結び利用しています。 
 
【現在利用されている主な発明等】 
・結晶化ガラスの製造方法 
・重水素の濃縮方法及び装置 
・超音波震動付加型摩擦試験機 
・球状成型用凹凸金型盤による網目構造の球状繊維
　成型物及びその製造方法 
・昇華熱転写による絹織物のプリント加工方法 
・締結体締付け力安定化剤､これを用いた締付け力
　安定化法､安定化剤を付着した締結体構成部品 
・放射性核種吸収体とこれを用いた放射性核種の濃
　度測定法 
・電気ニッケルめっき浴 
・電動自転車及びその走行制御方法 
・三宅島火山灰を用いた着色ガラスの製造方法 
・交流用ＬＥＤ点灯回路 
 
出願中の特許の紹介 
　最近、特許出願を行ったものの一つに「ＬＥＤ駆
動回路」（発明の名称）があります。その概要につ
いてご紹介します。 
　最近、信号機を始めいろいろなところでＬＥＤが
使われ始め、ＬＥＤも高電流・高出力化されたタイ
プが販売されるようになってきました。この高出力
タイプのＬＥＤでは、電流が以前と比べ数倍から10
数倍となり、これらを駆動するために通常大容量の
ＡＣ電源、あるいは抵抗等で発熱が大きい回路を必
要とします。そこで、発熱を抑え大電流で点灯可能
な小型のＬＥＤ駆動回路を開発しました。この開発
に際しては、以前より「交流用ＬＥＤ点灯回路」で
ＡＣ100Vから直接、点灯する回路を特許化しており、
企業に使っていただいています。これを更に大電流
化（10倍以上）し、発熱を抑えた回路構成になって
います。その回路のブロック図を図１に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　図1から解るように左側のＡＣ100Ｖを直接回路
に入力し、ＬＥＤを駆動する回路となっています。
ＬＥＤは、1個から10個程度を直列、並列、または
直並列に構成し点灯することができます。実際に回
路を試作し、ＬＥＤを点灯したときの状態を写真１
に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特許をご利用ください 
　ご紹介の特許の他に、当所の職員が発明して東京
都が特許権を登録したもの（または特許出願中のもの）
は、一定の実施料（使用料）をお支払いただくこと
により使用することができます。特許を活用した新
製品の開発や研究開発期間の短縮化を検討されては
いかがでしょうか。 
 
 
＜問い合わせ先＞ 
 

都立産業技術研究所 

事 業 紹 介 

産業支援部 企画調整課＜西が丘庁舎＞ 
桜井　守　　(03)3909-2151　内線243 

E-mail：Mamoru_Sakurai@member.metro.tokyo.jp
1

図1　駆動回路のブロック図 
左からブリッジ、ＦＥＴ、抵抗、制御回路で構成される。 

写真1　試作した回路 
駆動回路が3cm角で小型。発熱の影響も少ない。 
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都立産業技術研究所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 インターネットに代表される技術革新により、人・
物・資金の流れの世界地図が大きく変わってきました。
急激な産業構造の変化に攻める姿勢で新たな成長点
を探って、バイオ・ナノの技術開発を当所の重点分
野と位置づけ、今年度4月にプロジェクト方式の研
究を発足させました。ナノ単位の物は普段の生活に
まだ度々遠い存在ですが、研究レベルではすでに世
界規模で激烈な競争が展開しています。バイオ・ナ
ノ技術へ集中するのは大きな潜在市場が見込まれる
からです。現在、日本では物やサービスに溢れ、平
均寿命は伸び続けています。高齢者社会の関心は次
第に健康寿命の延伸という生活の質へと移り、病気
の予防，早期診断，適切な治療への需要はますます
高くなり、次の技術発展の大きな原動力となります。 
　このニーズに応えるために世界中のさまざまの研
究機関や企業などで研究が盛んに行われています。
当プロジェクトが注目しているのは平成16年7月に
米国国立がん研究所が発表した「ナノ技術を用いて、
基礎研究と臨床治療をつなぐ戦略先導計画」です。
その計画は現在の基礎研究の成果をナノ物質やナノ
デバイスを通じて臨床の診断、治療さらに予防に応
用するもので、5年間で約1.5億ドルを投資します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米国国立がん研究所の計画目標と具体的な事例 
 
可視化技術 
　ナノ粒子、ナノワイヤーやナノデバイスなどによ
って生体分子に結合しその活動を可視化し、分子レ
ベルで診断します。 
 
生細胞診断の高感度化 
　現在のMRI検査では10億個細胞(大豆程度)の大き
い腫瘍を捕らえるのが限界です。コントラストを高
めるために、ガドリニウム(Gd)付きナノ粒子を開発
し、早期で10万個細胞(アワの粒程度)の腫瘍検出を
目指します。 
 
治療に対する効果確認の高速化 
　現在、数ヶ月を経過しないと、がんの化学治療効
果が確認できません。ネズミを用いた実験では、
Annexin Vを酸化鉄のナノ粒子に固定することによ
って、数日で細胞表面の変化が確認できました。 
 
複合治療 
　腫瘍部分に『目標認識』機能を持つ『治療薬』と
さらに治療効果を確認する『表示剤』の三つの機能
を一つのナノデバイスに集積しました。 
 
研究促進 
（1）エンジニアと研究者にがん患者臨床治療の接 
　　  触機会を与え、複数の研究チームへの助成 
（2）ベンチャー企業や大企業研究チームの製品化
　　  のための研究助成 
（3）ナノ技術を通じたガン生物学への応用研究の
　　  助成 
 
シンガポール政府の取組み 
　バイオ・ナノ分野に積極的に取組む国家として話
題になったのは土地面積が都の23区とほぼ同じの都
市型国家シンガポールです。2001年度には16年連
続した経済成長が止まり、マイナス2％になってし
まいました。製造業は中国などへ移転し、基幹産業
である電気・電子分野では米国経済に左右され、激
しく浮沈する構造的原因とみられています。政府は
90年代から高付加価値を狙って、バイオ・メディカ

もろ 

　記事のポイント 
　当所ではプロジェクト方式を導入し、バイ
オ・ナノ分野の研究開発や技術支援を開始し
ました。その技術動向とプロジェクトの取り
組みについて解説します。 

　生物とナノの関係 
人体細胞の直径はおよそ1万～2万nm。酵素
や血液中の酸素を運ぶヘモグロビンは5nm程
度。細胞膜は2層リン脂質により構成され、
その厚みは6nm程度です。50nm以下の粒子
の場合、大体の細胞膜を通過し、さらに
20nm以下の粒子の場合には血管をも通りぬ
けます。ナノ物質の透過特性と生体分子との
反応性を利用したナノデバイスは病気の診断、
治療及び予防に広い応用性を持ちます。 
 

 

都立産業技術研究所 
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図１　開発中の流量センサの実験状況。マイクロチャネル内
の流速を機械的な変位に変換し、マイクロレーザ干渉計で計
測します。 

図2.　水を使用した際に上記流量センサの流量－変位計測結
果です。高感度かつ高い再現性で流速を検出できました。 

バイオ・ナノ技術開発プロジェクト＜西が丘庁舎＞ 
楊　振　　(03)3909-2493 

                     E-mail：Zhen.YANG@iri.metro.tokyo.jp
1

ル産業育成政策をとり、現在ナノテクノロジも加え
ています。政府は「One－North」という産業政策
を挙げて、バイオとIT研究開発施設をはじめ、関係
者の住宅施設、アミューズメント施設、ショッピン
グモール、スポーツ施設などを一体的に整備します。
生命科学分野の世界的大企業15社を誘致するなど具
体的な目標も立て、世界トップクラスの研究者を集め、
話題となりました。その中で、2001年米国国立が
ん研究所臨床科学部部長の劉徳斌(Liu, Edison Tak-
Bun)博士がシンガポールゲノム研究所の所長に就任。
2002年胃ガンや白血病の発症に関わる遺伝子研究
で世界をリードする京都大学の伊藤嘉明教授ら10人
が、シンガポール国立大学の分子細胞生物学研究所
(IMCB)に研究室ごと移籍しました。さらに、2003
年マサチューセッツ工科大学から応儀如(Ying，
Jackie Yi-Ru)教授がバイオエンジニアリングとナノ
テクノロジ研究所所長として就任しました。彼女は
ナノテク研究の著しい成果により、2001年33歳の
若さでMIT教授に昇進したばかりです。この政府主
導による研究環境や住環境の整備で大企業、起業家
の誘致および優れた人材の招致活動が短期的に行わ
れ世界との研究格差を迅速に縮め、バイオ・ナノ分
野で中長期の競争優位性の確立を狙っています。 
 
当プロジェクトの取り組み 
　世界的な技術動向を分析し、ライフサイエンス関
係は非常に大きな潜在市場であることに注目してい
ます。その市場を開拓する技術としてバイオ・ナノ
技術は有望なツールであることから、本プロジェク
ト研究がスタートしました。 
　現在、以下の2本柱で事業を推進しています。公
的研究機関は最新の研究成果を製品化へ移行する際
のバリアを低くする役割が非常に重要と考え、中小
企業やベンチャー企業への技術支援体制の構築を1
本目の事業として推進しています。近年、生体物質
の蛍光標識技術は著しく発展し、特に量子ドットと
いう機能性ナノ粒子の研究進展から、バイオプロセ
スの可視化は一気に加速しています。本プロジェク
トは高性能の蛍光標識観察システムの整備を目標に、
企業が開発するバイオ製品のターゲット選択や製品
効果の迅速な確認などに役立つ機関を目指しています。 
　もう一つ事業は独自技術の開発です。ターゲット

としているのは研究開発用途向けの小型蛋白質自動
合成システムと微量液体用流量センサ(図1)の開発で
す。現在、ヒトゲノムの解析が終わり、研究開発の
重点がDNAから蛋白質に移ってきました。そのため
大量の蛋白質の需要が生まれます。また、流量セン
サは近年の化学や生化学研究の微量化及び自動化要
求に対応する開発です。今までの天秤を基準にした
分析手法に置き換え、小型で自動化に対応した微量
定量技術開発(図2)を進めています。 

テクノ東京21 2004/11月号/Vol.140
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皮革技術センター 
吉村　圭司　　(03)3616-1671 

E-mail：Keiji_Yoshimura@member.metro.tokyo.jp
1

写真１　各種皮革（成牛、子牛、豚）における表面及び断面の電子顕微鏡写真 

 

都立皮革技術センター 

　皮革の表面（銀面といわれています）や構造は動

物の種類によって大きく異なっています。表面では

毛穴の大きさ、数、形状、配列の仕方や凹凸など動

物の種類や年齢によって特徴的な模様となります。

また、組織構造についても、繊維束の太さ、密度、

交絡の程度、走行の方向がそれぞれ動物により異な

っています。ここでは成牛革、子牛革、豚革につい

て表面と断面の電子顕微鏡写真を見てみましょう。 

　成牛革の表面は比較的凹凸が小さく、断面では乳

頭層と呼ばれる細い繊維束が交絡する部分と網状層

と呼ばれる太い繊維束が交絡する部分がはっきりと

しています。子牛革の表面は緻密で、毛穴が小さく、

断面の繊維束は成牛革に比較して細くなっています。

豚革の表面は凹凸が非常に多く、特徴的な模様を示し、

毛穴はほぼ三角形に分布しています。断面を見ると

太い毛穴が全層を貫通しています。 

　構造の違いにより、鑑定をすることもできます。 

成牛革表面 1mm

子牛革表面 1mm

豚革表面 1mm

成牛革断面 1mm

子牛革断面 1mm

豚革断面 
1mm

技 術 解 説 
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施設の概要 
　皮革技術センター台東支所は、都内の皮革・靴は
きもの関連産業の振興を図るため、試験・研究・相談・
支援事業を実施している機関ですが、各種履物の展
示や書籍の閲覧・貸出を行っているギャラリーを設
置しています。 
　土曜、日曜、祝日、年末年始を除く毎日午前9時
00分から午後5時00分まで開館しておりますので、
ぜひご覧ください。 
主な展示品 
(1)日本のはきもの－わらじ、ぞうり、高下駄（足駄）
など－ 
　湿度が高い日本の気候に適した履物として、わ
らじとぞうりが発達しました。 
　下駄は、農耕の道具として使われた田下駄のほか、
足の保護などのためにさまざまに工夫され、日常
生活の中で定着していきました。 
(2)伝統文化とはきもの－祇園舞妓のおこぼ、おい
らんの道中下駄、茶会草履など－ 
　江戸時代には、特に町人文化の花が開き、履物
も多種多用の展開をみせました。日本伝統文化の
ひとつを象徴する履物の形は、この時代にほぼ完
成したといえます。 
　　　　 
 
 
 
 
 
　　　　　 
 
 
 
 
(3)信仰とはきもの－さしかけ、板草履、湯屋下駄
など－ 
　信仰と深く結びついている履物もあります。さ
しかけ（差懸）は奈良の東大寺お水取りの行事の
履物で、音をたてて邪気を追い払うものです。湯
屋下駄も、お水取りの際に修行僧が沐浴をすると
きに履きました。若水を汲む時に用いられたのが
板草履です。 

 
 
 
 
 
 
　　　　　 
 
 
 
(4)世界のはきもの－木靴（中世ヨーロッパ）、て
んそく（纏足）靴（中国清代）、貴族の靴（13
世紀フランス）など－ 
　世界各地のいろいろな時代の履物には、それら
を生みだした自然環境、歴史、人々の生活スタイ
ルや暮らしの知恵が現れています。 
 
 
 
 
 
 
　　　　　 
 
 
 
 
(5)戦争とはきもの－旧日本陸軍の編上靴、旧日本
海軍の水兵靴など－ 
　わが国の皮革産業は軍用品の生産を契機に飛躍
的に成長しました。過酷な戦地においては丈夫な
革製の軍靴や背嚢（はいのう）が必需品であった
ことは容易に想像できます。 
(6)現代のはきもの－紳士用革靴、婦人用革靴、ミ
ュール、サンダルなど－ 
　2004年の春・夏物、2004年～2005年の秋・
冬物の主として外国製の履物を展示しています。
流行の最先端が一見してわかります。 
 

都立皮革技術センター台東支所 

施 設 紹 介 

指導係　遠藤　洋平　　(03)3843-5912 
E-mail：Youhei_Endou@member.metro.tokyo.jp

1

写真1　上から道中下駄、おこぼ、茶会草履 

写真2　上からさしかけ、板草履、湯屋下駄 

写真3　上から木靴、貴族の靴、てんそく靴 
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研究室　宮尾　茂雄　　(03)5256-9079 
E-mail：shigeo_miyao@tokyo-kosha.or.jp

1

 

都立食品技術センター 

　都立食品技術センターでは、平成2年に設立以来、

様々な共同研究を行ってきました。本年度も5件の

共同研究を進めているところです。その一つとして

当センターとライフA株式会社との共同開発研究「ジ

ュンサイおよびチョロギ等を利用した新製品開発」

があります。現在進行中ですが、ジュンサイに関し

ては、ほぼ完成しましたので、ジュンサイの製品開

発について紹介いたします。 

ジュンサイ　 

　ジュンサイは、沼や池などに自生するスイレン科

の多年生植物です。根は池底をはい、茎は長く伸び、

葉は互生して水面に浮かびます。葉は表面につやの

ある緑色の楯形をしています。水中にある部分､特

に若い芽や若い葉は、寒天のような粘質物に覆われ

ているのが大きな特徴です。 

　ジュンサイはきれいな環境で生育し、少しでも水が

汚れたら絶えてしまうので、汚染のない大自然で育つ

山菜です。近年、純天然産のものは少なくなりました

が、自然栽培による量産が可能になったことから、一

般のスーパーでも販売されるようになっています。 

ジュンサイを利用した新製品の開発　 

　今回の新製品開発は、おいしい味付け、低カロリ

ー及び保存性を考慮し、試作しました。調味料メー

カーとの協力の下で、「黒酢かつお風味」を使用す

ることとし、ジュンサイの特徴に合わせて仕上げま

した。黒酢を主体とした調味料で構成されているこ

とから、pHは低く、通常の細菌は生育できません。

しかし、本品は、加熱殺菌することができないために、

低pHでも生育可能な酵母は、時間経過と共に増殖し、

炭酸ガスを生成します。これは、容器膨張の原因と

なり、著しく商品性を低下させることになります。

したがって、酵母の増殖を抑制する必要があります。 

　そこで、過去に共同研究により開発されたカラシ抽

出物を利用することとしました。カラシ抽出物はカラ

シから水蒸気蒸留により抽出生成されるもので、10

～20ppmの低濃度でカビ、酵母などの真菌類の増殖

を阻害します。真菌以外にも大腸菌などのグラム陰性

菌も低濃度で増殖を阻害することがわかっています。 

　このカラシ抽出物を利用することにより、10℃保

存で、40日程度の保存を可能とすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　また、ジュンサイ製品と近いものとして「もずく

製品」などが市販されていますが、すでに市販され

ている製品と異なる斬新なイメージのパッケージデ

ザイン、トップシールデザインで商品を販売しよう

という観点から、1）自然･健康食品、2）ジュンサ

イの独特な食感、3）そのまま食べられる便利性、 

4）女性に好まれるようなイメージ、のあるイメージ

キャラクターを設定し、販売することにしました。 

　そこで、ジュンサイ製品のイメージキャラクターと

して、以下のものをデザインしました。 このデザイ

ンは、ライフAの商品商標として特許庁に申請中です。 
 
 
 
 
 

ジュンサイ新製品のこれからの展開 

　新製品は、カップ詰め製品のメーカーとの協力の

下で製造を行うとともに、スーパーマーケット、コ

ンビニエンスストア、専門店などをターゲットとし、

共同研究者であるライフA株式会社を中心に精力的

な活動を展開しているところです。本格的には来年

の夏が目標ですが、多くのマーケットで販売される

ことが期待されます。 

　販売にご関心のある方は、是非ご一報ください。 

 

 

究 研 紹 介 
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城東地域中小企業振興センター 
葛飾区青戸7－2－5 
京成青砥駅より徒歩13分・バス4分 
ＪＲ亀有駅よりバス6分 
（テクノプラザかつしか前下車） 
TEL 03(5680)4631　FAX 03(5680)0710 
http://www.tokyo-kosha.or.jp/joto 
 
城東地域の産業特性 
　城東地域（台東、墨田、江東、荒川、足立、葛飾、
江戸川）には都内の工場の46％が集積しており、そ
のほとんどが小規模企業です。業種としては金属製
品が最も多く、出版・印刷、繊維製品などの生活関
連業種がこれに続いています。また伝統的工芸品産
業が多く集積していることも大きな特徴です。 
 
主な設備機器　 
　マシニングセンター、荷重試験機、三次元測定機、
走査型電子顕微鏡、デザインシステム、ネットワー
クアナライザ、振動試験機、蛍光Ｘ線分析装置、塩
水噴霧試験機、粒度分布測定装置など 
 
事業内容 
　城東地域の中小企業を対象に、経営・技術相談、
依頼試験、機器の開放、セミナーの開催など、中小
企業の振興を目的とした各種の支援事業を行ってい
ます。 
　技術分野としては、機械加工、精密測定、工業デ
ザイン、電気・電子、化学の5分野があります。当
センターの特色は、工作機械の開放とデザイン支援
を行っていることです。 
①工作機械の開放 
　工作機械は製品や部品の試作開発になくてはなら
ない設備です。当センターでは各種の工作機械を設
置し、中小企業の皆様に有料で開放しています。設
置機械は、マシニングセンター、立形フライス盤、
ＮＣ旋盤、ワイヤ放電加工機などです。工作機械の
開放は他の振興センターや産業技術研究所では行っ
ていないため、城東地域はもちろんのこと、都内の
他地域からも多く利用されています。 
　平成15年度の利用実績は2,076件で、開放機器全
体の45％にもなり、ニーズの高さを裏付けています。 

  
　　　　　　 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②デザイン支援 
　技術や製品が優れていれば絶対売れるかというと、
必ずしもそうではありません。ものを売るためには
製品のデザインや販売戦略が非常に重要となります。 
　当センターでは、「売れなければよいものではない」
という基本コンセプトで、中小企業に対して工業デ
ザイン支援を行っています。 
　特に昨年度から、「売れる商品デザイン創造塾」
という人材育成講座を開設し、中小企業者を対象に、
数ヶ月にわたって、少人数制で実践的な支援を行っ
ています。昨年度は、受講終了した11社のうち4社
が大手通販会社や東急ハンズなどと当塾の成果品の
取引を行いました。今年度は東京都の重要施策の一
つとして位置づけられ、新たに14社の参加の下に実
施したところです。なお塾生による成果の公開プレ
ゼンテーションを12月2日（木）に行います。 
③伝統的工芸品産業支援 
　都内、特に城東地域には、江戸切子、東京仏壇、
東京銀器などの伝統的工芸品産業が多く集積してい
ます。これらは東京の地場産業とも言うべきもので
すが、事業所のほとんどが小零細であり、今日の社
会環境のもとで厳しい経営状況におかれています。
このため、伝統を活かしながらも、これまでの手法
に必ずしもこだわらない、新しい製造技術や製品、
販売方法等が必要とされています。 
　当センターでは今年度、伝統的工芸品を制作して
いる職人の方々を対象に、当センターへの要望等に
ついてアンケート調査を行いました。現在はその結
果を元にいくつかのグループに対し、具体的な技術・
経営支援を行うことを検討しています。 

城東地域中小企業振興センター 

施 設 紹 介 

写真　工作機械の開放 



12 テクノ東京21 2004/11月号/Vol.140

 

城南地域中小企業振興センター 
大田区南蒲田1―20―20 
JR蒲田駅東口から徒歩12分　京急蒲田駅東口から徒歩5分 
TEL 03 (3733) 6233   FAX 03 (3733) 6235 
 
城南地域の産業特性 
　城南地域（大田、品川、港、目黒、渋谷、世田谷
の6区）は面積、人口、事業所数が都内23区の約3
割を占めています。全産業に占める製造業の割合が
高く、特に大田区では約2割が製造業です。そのう
ち金属・機械関連5業種の占める割合が大田区75％、
品川区61％、目黒区59％と非常に高くなっています。 
 
　城南センターには、企業が製作した部品、製品の
寸法精度などを測定する三次元測定器、測定顕微鏡、
万能投影機、形状測定器、粗さ測定器等の精密測定
器や万能試験機、硬さ試験機等の試験評価機器を多
く設置して、企業の利用に供しています。また、製
品の欠陥等の有無及びその原因を解析するため、Ｘ
線透過装置、オージェ電子分光分析装置等を設置し
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
ものづくり・ＩＴ実用化支援センター事業 
　国（経済産業省）の平成14年度補正予算に基づき、
（財）素形材センターから設備貸与を受け、「もの
づくりＩＴ技術開発・実用化支援センター」を平成
15年8月に開設しました。 
　機器の開放利用や研究会の設置等によって新しい
加工技術の開発を行い、ＣＡＤ／ＣＡＭ／ＣＡＥ技
術と連動した金属光造形複合加工技術を中小企業に
移転・普及しようというものです。 
　導入した金属光造形複合加工機は特殊な金属粉末
をわずかな厚み（50μｍ）毎にレーザー焼結して一
定の高さに積層させた後、側面を高速ミーリング加
工する作業を繰り返すことで立体形状を造形し、最
後に表面全体をミーリング加工により仕上げて製品
を完成させる加工機です。精密かつ複雑な形状の加
工が可能であることから、金型製作や部品試作の分
野で注目されています。 
　地域の金型製造企業を主な会員として金属光造形
加工技術研究会を設立しました。企業13社、官庁・
学校4団体で延べ人数は28名です。平成15年度にセ 

ミナーを3回、勉強会を2回行っています。　設備の
開放利用は延べ181時間の利用がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
　各区の広報誌、技術専門誌等への記事掲載、展示
会等へのパネル展示、業界団体・研究会での設備紹
介等支援センターの普及に努めています。 
　 
開発協力事業 
　開発協力事業とは、新製品・新技術の開発や工程
改善等の技術的課題を抱えている中小企業に対して、 
職員指導のもとで各種機器を有効に活用して、企業
自らが課題解決することを支援する事業です。 
　企業との間で、利用期間、利用機器等に応じて金額
を算定して契約を取り交わし、事業を実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　平成16年度は、現時点で13企業との間で協力事
業を実施しております。前年度から継続して行って
いるものが多いのですが、新たに申し込まれたもの
もあります。 

城南地域中小企業振興センター 

施 設 紹 介 

写真　金属光造形複合加工機で製作した金型 

図　開発協力事業年度別契約件数 
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多摩中小企業振興センター 
東京都立川市曙町3-7-10 
（最寄り駅：JR立川駅　北口から徒歩15分）　　 
TEL 042 (527) 7819   FAX 042 (524) 8589 
 
多摩地域の産業特性 
　多摩地域の製造業の工場数は約8,000で東京全体
の1割強ですが、製造品出荷額は東京全体の4割を超
え、1工場あたりの従業員数も都の平均の2倍以上と
なっています。この地域は機械・金属系の集積が高く、
とりわけ電気機械が2割を占め、次いで一般機械
（15%）金属機械（12%）と続き、機械・金属系の
3業種で4,000近い工場があります。また、研究機関
や研究開発型企業も集積しています。 
 
多摩中小企業振興センターの事業紹介 
◎ 依頼試験＆機器開放 
　当センターの設備機器を用いて行う依頼試験や、
企業の皆様自身に設備をご利用いただく機器開放の
事業を行い、製品開発、品質管理等にご活用いただ
いています。（有料） 
　また、技術相談については、技術職員や専門相談
員が無料で技術課題の解決に対応しています。 
《主な設備機器》 
表面粗さ測定機、三次元測定機、硬さ試験機、走査
電子顕微鏡、マイクロスコープ、蛍光X線・皮膜厚
さ測定機、恒温恒湿槽、冷熱衝撃試験機、キセノン
ウェザーメーター、インピーダンスアナライザー、
高精度マルチメーター、静電気イミュニティー試験機、
雑音端子電圧測定システム、耐電圧試験機、オシロ
スコープ、各種電源・信号源装置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 技術セミナー 
　最新の技術情報の講演や試験機器の操作法等の実
習を行います。 
　今年度は「金属製品の損傷と対策」（12月）、「ノ
イズ規格の概要・動向と実習」（2月）などを予定
しています。（有料） 
 
◎ 産学公連携支援 
　多摩地域には多くの大学や民間企業の研究機関や
研究開発型の企業が集積しており、産学公連携への
関心も高いことから、産学公連携支援事業を実施し
ています。 
　中小企業のニーズを出発点に産学公連携の裾野を
広げる事業として平成14年から「産学公連携マッチ
ング交流会」を開催してきましたが、今年度は内容
を一層充実し、2月下旬に「産学連携プラザ」を開
催する予定です。 
　また、中小企業のニーズと大学の具体的なテーマ
のマッチングを支援するための「コラボレーション
研究会」の開催や、企業の連携希望を調査しニーズ
レポート集を作成して、大学・ＴＬＯなどに紹介す
るなど企業ニーズからの連携を図っています。 

多摩中小企業振興センター 

施 設 紹 介 
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申込み方法　 
　各事項ご記入の上FAX又は電子メールでお申込み下さい。 
　①研修名 
　②受講者名（フリガナ）、職務内容 
　③勤務先名（フリガナ）、〒・所在地、TEL、FAX 
　④都内事業所名、所在地　 
　⑤従業者数、資本金（万円）、主要製品名 
　電子メール　kenshu@iri.metro.tokyo.jp 
　ホームページからのお申込みは 
　　　　　　　http://www.iri.metro.tokyo.jp 
問合せ先 
　都立産業技術研究所（西が丘庁舎）相談広報室　研修担当 
　〒115-8586　東京都北区西が丘3-13-10 
　TEL（03）3909-8103　FAX（03）3909-2270

��������	��

【産業技術研究所　西が丘庁舎】 

測定器具の使用方法と精度管理 

【城東地域中小企業振興センター】 

東京都デザイン普及啓発セミナー 

最近の騒音対策技術 

 

 
 
 
 
 
 
 
【分野別専門研修】　 
　ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージといっ
た利用頻度の高い測定器具について、正しい使用方法、
日常的な保守の方法、および精度管理の方法に関す
る講義と実習を行います。 
日　　時　平成17年1月28日（金）　  9:45～17:00 
会　　場　都立産業技術研究所（西が丘庁舎） 
内　　容　 
［講　義］ 
●精密測定の基礎　 
　　　　　都立産業技術研究所　　　　  樋田　靖広 
［実　習］ 
●測定器具の使用方法と精度管理　 
　　　　　都立産業技術研究所　　　　佐藤　公一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　敏彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中条　知和 
定　　員　10名　　　　 
受 講 料　4,100円　　　申込締切　12月20日（月） 
 
 
 
【新技術セミナー】　 
　本セミナーは騒音対策を検討するためのテーマを
トピック的に取り上げました。騒音対策および防音
材料の開発・製造・販売に従事される方、特に、建
築関係の騒音対策に取り組んでおられる皆様方の受
講をお勧めします。 
日　　時　平成16年12月2日（木）　 9:30～16:30 
会　　場　都立産業技術研究所（西が丘庁舎） 
内　　容　 
［講　義］ 
●最近の騒音対策用材料・デバイス　 
　　　　　都立産業技術研究所  　　　　高田　省一 
●騒音の心理音響パラメータ　 
　　　　　都立産業技術研究所  　　　　神田　浩一 
●集合住宅の床衝撃音の問題と対策方法、及び今後の展望 

　　　　　信州大学工学部教授  　　　　山下　恭弘 
定　　員　60名　　　　 
受 講 料　2,700円　　　申込締切申込締切　11月30日（火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【公開プレゼンテーション】 
「売れる商品（製品）デザイン創造塾」の受講企業
が3ヶ月20回のコースを終了し、その後、どこまで
商品化が進んだか、また行き詰まった箇所や失敗を
どう乗り越え、どのように問題を解決して売れる商
品に行き着いたかを、講師のコメントやアドバイス
とともに公開し、ともに中小企業の商品・製品開発
を考えていきます。 
日　　時　平成16年12月2日（木） 
　　　　　第一部 10：00～12：00 
　　　　　第二部 13：30～15：30 
　　　　　第三部 16：00～18：00 
会　　場　城東地域中小企業振興センター　大会議室 
講　　師　（株）企画塾　　 高野　典子、姫野　裕基 
　　　　　（株）インターフェイス　　　野口　英明
　　　　　（有）エッチビーアイ　　　　大塚　聰　
　　　　　クリタデザインオフィス　  　栗田　和之 
定　　員　100名（先着順）   受 講 料　無料 
申込方法　申込書をFAXでお申し込み下さい。 
　            公社ホームページからダウンロード　 
               http://www.tokyo-kosha.or.jp 
　            または下記にお問合せ下さい。 
問合せ先　城東地域中小企業振興センター　薬師寺 
　            TEL(03)5680-4631 　 
               FAX(03)5680-0710 
 

開 催 日

会　　場

内　　容

定　　員

受 講 料 申込締切

申込方法

申 込 先

 

日　　時

会　　場

主　　催　

申込方法

問合せ先
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【城南地域中小企業振興センター】 

電気技術者のための信頼性技術と故障解析 

日　　時

会　　場

内　　容

定　　員

受 講 料 申込締切

日　　時

会　　場

内　　容

定　　員

受 講 料 申込締切

日　　時

会　　場　

講　　師

定　　員 受 講 料

申込方法

問合せ先

 
 
 
 
【技術セミナー】 
　製品の品質を保証するための信頼性技術について､
各種環境試験法や寿命予測等、その具体的手法をや
さしく解説します。また、現役の技術者から不具合
や故障の実例を数多く挙げ、その解析手法や原因追
求などについてテキストを参考に解説します。 
　信頼性や品質管理等に興味をお持ちの方､現場で
トラブルにお困りの方、お気軽に受講して下さい。 
開 催 日　平成16年12月13日（月） 
　　　　　9:30～16:30 
会　　場　（財）東京都中小企業振興公社　 
　　　　　城南地域中小企業振興センター 
内　　容　 
●信頼性概論と環境試験法、故障解析と対策ノウハ
　ウの講義　　　　　　　　 
定　　員　20名　　　　 
受 講 料　2,600円　　    申込締切申込締切　11月30日（火）
申込方法　参加申込書をＦＡＸで受付。 
　　　　　（申込書は下記までお問合せ下さい。） 
申 込 先　技術開発支援室　担当　三上 
　　　　　〒144-0035　 大田区南蒲田1-20-20  
　　　　　TEL（03）3733-6233   
　　　　　FAX（03）3733-6235 
 
 
 
中小企業の技術ニーズと大学等の技術シーズをマッ
チングさせる交流会を開催します。 
★中小企業の皆様で、大学等と連携して共同開発を
考えている方、技術開発の解決方法を探している方、
大学等の情報を探している方、是非「産学公・東京
技術交流会」にご参加下さい。 
日　　時　平成16年12月3日（金）　13:30より 
会　　場　東京都庁第一本庁舎　5階大会議場　 
　　　　　（新宿区西新宿2-8-1） 
　　　　　最寄り駅：ＪＲ・東京メトロ「新宿」から
　　　  　 徒歩15分・都営地下鉄大江戸線「都庁前」 
主　　催　産学公・東京技術交流会実行委員会 
　　　　 （事務局：東京都産業労働局商工部創業支援課）

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［プログラム］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○詳細は、東京都産業労働局のホームページ
(http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp)の新着情
報をご覧下さい。 
申込方法　「参加申込書」をお送り下さい。 
（上記ホームページからダウンロードができます。）
問合せ先　東京都産業労働局商工部　創業支援課 
　　　　　技術振興係　　　　TEL(03)5320-4745 
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「産学公・東京技術交流会」のご案内 

第1部 
13：30～ 
16：00 
 
（無料） 
 
 
 
 
第2部 
16：30～ 
17：30 
 
（無料） 
 
 
 
第3部 
17：45～ 
19：00

☆大学・高専・研究機関による個別相談、
　情報提供コーナー 
　産学連携に関する各種ご案内・ご質問
などに対応します。 
☆技術開発助成金・融資・特許等相談、
　情報提供コーナー 
　各種支援制度に関するご質問に対応
いたします。　 
 
☆パネルディスカッション 
　「産学公連携、共同開発の現場からの
声（仮題）」 
　産学公関係者及び東京都産学公連携
コーディネータにより、成功した事例、う
まく進まなかった事例などのエピソードを
踏まえて現場からの生の声をお届けします。 
 
☆交流懇親会 
（第一本庁舎32階食堂北側） 
※参加費（2,500円） 
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　Ｘ線顕微鏡とは，Ｘ線の，物質による吸収の差や屈折をコントラストとして用いた顕微鏡の総称で，密着型・結像
型・走査型・投影型などいくつかの方式があります。この顕微鏡は，Ｘ線の高い物質透過能を生かし，電子顕微鏡（透
過型）が苦手としてきた「水を含む厚い（数ミクロン）試料の透過観察・分析」を可能にします。特に近年，位相の
揃った強度の高いＸ線の利用や光学素子の微細加工技術の進歩により，Ｘ線顕微鏡の分解能は，世界レベルでは20ナ
ノメートルを切るまでに達しています。また最近では，医療でおなじみのＣＴやホログラフィーなど，三次元像を得
る試みも活発です。このＸ線顕微鏡を用いてどんなことができるか，代表的な2例についてご紹介しましょう。

こんなナノテク：Ｘ線顕微鏡
期待高まる「厚い試料のナノ透過観察・分析」

抗がん剤のシスプラチンに暴露した卵巣がん細胞の結像型Ｘ線顕微鏡像（a：暴露前の細胞
b：暴露後の細胞で核膜や核小体への薬剤の蓄積が顕著）－Kiyozuka et al., X-Ray Microscopy,
AIP Conference Proceedings, 153-158 (2000)：著者の好意ある許可を得て転載

Ｘ線感光高分子膜（Ｘ線レジスト）に記録された水溶液中の染色体の密着Ｘ線顕微鏡像（左：分裂期，
右：分裂間期にほどけた繊維）特に右の写真では直径30ナノメートル程度の繊維構造が識別できる。

　当所にはこれらの装置はありませんが，他の機関との共同でＸ線顕微鏡の開発プロジェクトに参加しています。 
また，光学顕微鏡，電子顕微鏡，原子間力顕微鏡など，Ｘ線顕微鏡以外の数種の顕微鏡は常時稼働させています
ので，顕微鏡に関するご疑問や試験依頼などがございましたらお気軽にお問い合わせ下さい。

２．元素マッピングによる環境分析・医学応用
　Ｘ線がその波長によって異なる元素に吸収される性質を利用した方法で，例えば土壌中のあるバクテリアが鉄
やマンガンを蓄積している様子（環境分析）や抗がん剤に暴露したがん細胞中の，その薬剤の分布（医学応用－
下図）などの観察例があり，これらの分野への応用がさらに期待されています。

１．水を含む（または生きている）生物試料の透過観察
　「イカを見ようとして実はスルメを見ている」とは，電子顕微鏡が一般に乾燥試料の観察に限られていたこと
を比喩した表現ですが，「水を含む厚い試料を見る」ことが可能なＸ線顕微鏡を用い，生の細胞・染色体・マラ
リヤ感染後の赤血球の形態変化の観察など，かつては不可能だった観察が次々と実現されています。

2μｍ 0.5μｍ




